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　「ゲーム依存症（Gaming disorder）」が、世界保健機関
（WHO）国際疾病分類で、精神疾患として認められるという
ニュースが流れました。「ゲーム依存症」は、（主にネット）
ゲームを一度始めると自分の意思ではやめられない状態が
長期間続く、あるいは短期間でも深刻な場合に診断されると
いうことです。通勤電車の中で、スマホに釘付けの高校生を
見かけると、ネット依存にならないかと不安がよぎります。
　「平成29年度児童・生徒の読書状況調査等」（平成30年
3月東京都教育委員会）によると、児童・生徒の不読率（1か
月に「本」を読んでいない児童・生徒の割合）は、小2で3.3％、
小5で3.7％、中2で11.1％、高2で28.8％と、年齢が高くな
るほど、本を読まない傾向が見られました。また、「本」を

よく読んでいる児童生徒の身近な環境については、「家の中
に本がある」「身近な人に本を読んでもらったことがある」
「身近な人と一緒に図書館や書店に行くことがある」という
回答が上位を占めました。この調査からも、幼い頃から読
書に親しむ環境が大切であり、あらためて、図書館ででき
ることは何かを考えました。
　夏休みは、子どもが読書に親しむ絶好のチャンスです。お
待ちかねのイベント「図書館タンテイ」も全館で始まります。
また、小学生対象の「読書ノート」に加え、今年は未就学児
を対象に「パパ・ママの読み聞かせノート」を作成しました。
お子様への読み聞かせの記録を成長記録として活用してくだ
さい。図書館は、子どもたちに読書の魅力を伝えていきます。

１
９
６
６
年
島
根
県
生
ま
れ
。
91
年
関
西
外
国
語
大
卒
。
大
学
在
学
中
に

タ
ワ
ー
レ
コ
ー
ド
入
社
、２
０
０
５
年
、社
長
に
就
任
。
同
年
、ナ
ッ
プ
ス
タ
ー

ジ
ャ
パ
ン
を
設
立
し
、
社
長
を
兼
務
、
日
本
初
の
音
楽
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ

ン
サ
ー
ビ
ス
を
開
設
。
09
年
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
東
京
を
設
立
し
、
代
表
に
就
任
。

タイムアウト東京株式会社代表取締役

伏
ふし
谷
たに
　博

ひろ
之
ゆき

【46】

　

前
職
が
音
楽
小
売
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
仕
入
れ
、

分
類
、
在
庫
管
理
と
い
っ
た
作
業
に
は
馴
染
み
が
あ
り

ま
す
。図
書
館
の
仕
事
と
も
共
通
項
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
の
中
で
、
ど
の
タ
イ
ト
ル
を
在
庫
し
廃
棄

す
る
か
の
判
断
も
必
要
で
す
が
、
も
っ
と
も
や
り
が
い
が
あ
る

の
は
、
数
あ
る
在
庫
の
中
か
ら
ど
の
タ
イ
ト
ル
を
ど
う
い
っ
た

文
脈
で
紹
介
す
る
の
か
と
い
う
作
業
で
し
ょ
う
。
音
楽
も
書
籍

も
今
、
目
の
前
で
売
れ
て
い
る
ヒ
ッ
ト
商
品
を
届
け
る
だ
け
で

な
く
、
そ
の
豊
か
な
ア
ー
カ
イ
ブ
作
品
た
ち
と
の
新
た
な
出
会

い
を
演
出
す
る
こ
と
に
大
き
な
意
義
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
こ
そ

が
単
な
る
消
費
財
で
は
な
い
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
さ
れ
た
文
化
を
広

く
世
の
中
に
届
け
て
い
く
作
業
に
な
る
か
ら
で
す
。

　

私
が
現
在
運
営
し
て
い
る
「
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
」
に
は
、

「K
N
O
W
 M
O
R
E
. D
O
 M
O
R
E
.

」
と
い
う
モ
ッ
ト
ー
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
よ
く
学
び
た
く
さ
ん
体
験
し
よ
う
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
は
、
お
出
か
け
を
促
進
す

る
ガ
イ
ド
で
す
が
、
単
に
レ
ス
ト
ラ
ン
や
イ
ベ
ン
ト
の
情
報
を

紹
介
す
る
だ
け
で
な
く
、
厳
選
し
た
情
報
に
よ
っ
て
好
奇
心
を

刺
激
し
、体
験
を
促
す
役
割
を
果
た
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
う
す
る
こ
と
が
、
人
生
を
よ
り
豊
か
に
し
て
く
れ
る
と
思
う

か
ら
で
す
。

　

シ
テ
ィ
ガ
イ
ド
と
図
書
館
は
一
見
異
な
る
よ
う
に
見
え
ま
す

が
、
こ
う
い
っ
た
視
点
で
眺
め
て
み
る
と
非
常
に
近
い
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
情
報
／
在
庫
と
ユ
ー
ザ
ー
と

の
出
会
い
を
作
り
出
し
、
も
っ
と
知
り
た
い
も
っ
と
経
験
し
て

み
た
い
と
い
う
欲
求
を
引
き
出
し
ま
す
。
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
は
リ

ア
ル
な
体
験
を
促
し
ま
す
が
、
読
書
は
リ
ア
ル
な
体
験
へ
の
導

線
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
本
に
描
か
れ
た
世
界
を
バ
ー

チ
ャ
ル
に
体
験
し
て
い
く
こ
と
も
促
し
ま
す
か
ら
、
人
生
を
さ

ら
に
超
豊
か
な
も
の
に
変
え
る
力
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
デ
ジ
タ
ル
流
通
の
拡
大
に
よ
り
フ
ィ
ジ
カ
ル
な
書
籍
の
流

通
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
一
方
で
、
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス

と
呼
ば
れ
る
カ
フ
ェ
に
は
書
籍
が
並
び
、
泊
ま
れ
る
本
屋
は
人

気
を
博
す
な
ど
、
周
囲
に
本
が
あ
る
と
い
う
状
況
を
人
々
は
求

め
て
い
る
か
の
よ
う
で
す
。
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
こ
と
で
日
常
か

ら
非
日
常
へ
と
旅
立
て
る
。
本
は
手
軽
な
旅
行
ツ
ー
ル
で
も
あ

る
の
で
し
ょ
う
。
と
す
れ
ば
、
図
書
館
は
さ
し
ず
め
様
々
な
知

の
体
験
を
揃
え
た
旅
行
代
理
店
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う

か
。
ま
だ
ま
だ
面
白
い
役
割
が
あ
り
そ
う
で
す
。

図
書
館
は
知
の
体
験
を
揃
え
た
旅
行
代
理
店

夏こそ、子どもたちに読書の魅力を伝えたい！

　

イ
タ
リ
ア
中
部
・
ト
ス
カ
ー
ナ
地
方
の
山
奥
に
あ
る
小
さ
な
村
モ

ン
テ
レ
ッ
ジ
ォ
。
現
在
、
人
口
わ
ず
か
32
人
と
い
う
、
日
本
の
「
限

界
集
落
」
に
近
い
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
そ
ん
な
僻へ
き

村そ
ん

か
ら

19
世
紀
に
本
を
担
い
で
行
商
す
る
者
た
ち
が
現
わ
れ
、
そ
れ
が
や
が

て
イ
タ
リ
ア
最
初
の
出
版
取
次
業
に
育
っ
て
い
く
と
い
う
目
の
眩
む

よ
う
な
物
語
！　

イ
タ
リ
ア
在
住
約
40
年
の
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
、
内
田

洋
子
さ
ん
の
新
刊
『
モ
ン
テ
レ
ッ
ジ
ォ　

小
さ
な
村
の
旅
す
る
本
屋

の
物
語
』（
方
丈
社
）
が
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
か
ら
ほ
ど
な
い
１
８
１
６
年
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は

「
夏
の
な
い
」
異
常
気
象
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
農
作
業
の
出
稼
ぎ

仕
事
を
失
っ
た
村
人
た
ち
は
、
聖
な
る
御
札
や
暦
を
籠
に
入
れ
て
売

り
歩
く
こ
と
で
糊
口
を
し
の
ぎ
ま
す
。
自
力
で
生
活
を
守
ら
な
け
れ

ば
！　

行
商
人
た
ち
は
や
が
て
出
版
社
か
ら
売
れ
残
り
の
本
な
ど
を

預
か
り
、〝
本
を
待
つ
人
〞
た
ち
の
た
め
に
〝
本
を
届
け
る
職
人
〞

に
進
化
を
遂
げ
ま
す
―
―
。

　

〈
自
分
た
ち
の
強
み
は
、
毛
細
血
管
の
よ
う
に
イ
タ
リ
ア
の
隅
々

ま
で
本
を
届
け
に
行
く
胆
力
と
脚
力
で
あ
る
。
本
は
、
世
の
中
の
酸

素
だ
。
皆
で
手
分
け
し
て
、
漏
れ
な
く
本
を
売
り
歩
こ
う
〉

　

こ
う
し
て
本
を
め
ぐ
る
一
大
販
売
網
、
情
報
網
が
彼
ら
に
よ
っ
て

整
備
さ
れ
ま
す
。
驚
い
た
の
は
、
こ
の
内
田
さ
ん
の
著
書
が
刊
行
さ

れ
た
の
を
機
に
、
村
の
関
係
者
（
本
の
行
商
人
た
ち
の
末
裔
）
10
人

が
こ
の
４
月
に
来
日
し
た
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
自
腹
で
す
。
テ
ィ
ー

ン
エ
イ
ジ
ャ
ー
も
ま
じ
え
、実
に
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な
人
た
ち
で
し
た
。

た
ま
た
ま
取
っ
た
宿
が
古
本
の
メ
ッ
カ
神
保
町
！　

刊
行
記
念
ト
ー

ク
・
イ
ベ
ン
ト
に
も
ゲ
ス
ト
出
演
で
す
。

　

さ
ら
に
、本
が
き
っ
か
け
で
モ
ン
テ
レ
ッ
ジ
ォ
の
子
ど
も
た
ち
と
、

東
京
都
目
黒
区
立
五
本
木
小
学
校
と
の
絵
文
通
が
始
ま
り
、
そ
の
絵

も
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
内
田
さ
ん
は
村
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
感

謝
さ
れ
た
と
聞
き
ま
す
。「
祖
先
の
こ
と
を
知
り
、
村
に
生
れ
た
こ

と
が
誇
り
に
な
り
ま
し
た
」と
。「
記
憶
」を
つ
な
ぐ
こ
と
の
感
動
と
、

本
が
も
た
ら
す
縁
の
不
思
議
さ
を
改
め
て
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
出
来
事

で
す
。

本
は
、世
の
中
の
酸
素
だ

ほ
ぼ
日
の
学
校
長
／
編
集
者
　

河
野
　
通
和

こらこら

bo]

第
5
回
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ひかり文庫朗読会
豊島区立中央図書館併設のひかり文庫所属
ボランティア団体
視覚障害者を対象とした録音図書製作や対面朗読を
行なっている。1982年発足。会員数50名。

生涯の一冊
（48）

■『赤い鳥』
右から第1巻第1号（大正7年7月）、第1巻第2号（大正7年
8月）、第1巻第3号（大正7年9月）の復刻版（日本近代文
学館 1981年）

　

私
た
ち
「
ひ
か
り
文
庫
朗
読
会
」
は
、
雑
誌
や
小
説
・

専
門
書
の
文
字
・
図
表
・
イ
ラ
ス
ト
・
写
真
等
の
視
覚

情
報
を
、全
て
正
確
に
読
み
聴
覚
情
報
に
変
え
る
「
音
訳
」

と
い
う
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　

朗
読
会
発
足
か
ら
36
年
た
ち
ま
す
が
、
内
20
年
を
か

け
て
取
り
組
ん
だ
の
が
児
童
雑
誌
『
赤
い
鳥
』
の
音
訳
化

で
す
。
創
刊
者
の
鈴
木
三
重
吉
氏
が
豊
島
区
に
縁
深
か
っ

た
事
か
ら
、
我
々
豊
島
区
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
依
頼
が
き

ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
48
名
に
よ
っ
て
、
創
刊
号
か
ら
鈴
木

三
重
吉
追
悼
号
ま
で
全
１
９
６
冊
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

読
む
に
あ
た
っ
て
の
苦
労
は
数
知
れ
ず
。
ま
ず
紙
質

と
印
刷
の
劣
化
で
文
字
が
見
え
に
く
い
事
。
老
眼
に
鞭

打
つ
作
業
で
す
。
旧
仮
名
遣
い
な
の
で
、
文
字
通
り
に

発
音
す
る
と
意
味
が
通
じ
な
い
事
。
地
方
に
住
む
少
年

少
女
か
ら
の
投
稿
文
は
、
方
言
と
編
者
が
加
筆
し
た
標

準
語
が
並
ん
で
書
か
れ
て
い
て
、
そ
れ
を
原
文
の
リ
ズ

ム
を
壊
さ
ず
読
む
の
に
苦
心
し
ま
し
た
。
音
訳
は
固
有

名
詞
の
読
み
方
を
調
査
し
て
間
違
い
無
い
よ
う
読
む
の

で
す
が
、
名
称
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
、
も
し
く
は
無

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
地
名
や
学
校
名
の
追
跡
調
査
が
大

変
で
し
た
。
小
学
生
の
詩
「
み
み
ず
鳴
く
夜
」
を
、
思

い
込
み
で
「
み
み
ず
く
鳴
く
夜
」
と
読
ん
で
し
ま
い
校

正
に
出
さ
れ
た
事
も
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

と
、
大
変
尽
く
し
で
懲
り
懲
り
し
て
い
る
で
は
無
い

か
と
思
わ
れ
る
で
し
ょ
う
が
、
そ
の
苦
労
を
上
回
る
楽

し
さ
が
あ
り
ま
し
た
。
雑
誌
全
体
に
、
現
在
で
は
失
わ

れ
た
情
感
が
感
じ
ら
れ
心
打
た
れ
た
事
。
子
供
の
た
め

の
読
み
物
と
言
う
に
し
て
は
内
容
が
か
な
り
高
度
な
事

に
も
感
心
し
ま
し
た
。
音
訳
説
明
は
し
な
か
っ
た
も
の

の
挿
絵
も
楽
し
み
で
し
た
。
ま
た
、「
早
く
会
費

を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
」と
の
催
促
を
読
ん
で
、
経
営

が
大
変
だ
っ
た
の
か
し
ら
と
想
像
し
た
り
、
投
稿
し
た

作
品
が
雑
誌
に
載
っ
た
子
供
達
の
気
持
ち
を
想
像
し
て

嬉
し
く
な
っ
た
り
。
さ
ぞ
や
先
生
も
嬉
し
か
っ
た
で
し
ょ

う
。
何
に
も
増
し
て
、
子
供
に
良
い
も
の
を
読
ま
せ
た

い
と
い
う
鈴
木
三
重
吉
氏
の
情
熱
が
ひ
し
ひ
し
と
伝

わ
っ
て
き
て
、
朗
読
に
も
熱
が
入
り
ま
し
た
。

　

大
正
・
昭
和
・
平
成
と
時
代
が
変
わ
っ
て
も
、
子
供

で
も
大
人
で
も
、
声
に
出
し
て
も
目
で
読
ん
で
も
耳
で

聞
い
て
も
し
み
じ
み
と
心
に
語
り
か
け
て
く
る
雑
誌
『
赤

い
鳥
』、
復
刻
版
も
録
音
図
書
も
中
央
図
書
館
の
宝
物
だ

と
自
負
し
て
い
ま
す
。

※ 「
図
書
館
通
信
」
第
24
号
（
平
成
24
年
4
月
発
行
）
に
録
音
完

成
時
の
記
事
を
載
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、『
赤
い
鳥
』
は
復
刻
版
、

テ
ー
プ
図
書
、
デ
イ
ジ
ー
図
書
が
図
書
館
に
あ
り
ま
す
。

この本カフェ
❦ Café  KONOHON ❦

〜

選 ば れ る 図 書 館

❦ 今回のテーマ ❦

恋がしたくなる本
書名  『クジラの彼』　有川浩／著　KADOKAWA　2007年
　同族会社の商社に勤める中峯聡子が、合コンで知り合った冬原春臣とお付き合
いを始めた。ただし、彼は海上自衛隊で潜水艦に乗っているので、次にいつ会える
かわからず、いつでも彼女が別れたければ別れていいと思っている。そんな時に、
彼女が職場で社長の息子に気に入られてしまい、毎日の様に仕事を依頼され、行動
を共にし、食事も一緒にしなければならなくなる。
　彼とはしばらく会えなくなったまま、ある時に事件が起こり、自衛隊が災害出動
する大騒動に。彼の事が心配だが、連絡もつかない。でも彼女が危ない目に合いそ
うな時に、タイミングよく彼が助けてくれたり・・・。恋はいいなと、聡子は思う。私も、
そう思う。 【鈴木 広幸 （すずき ひろゆき）】

書名  『くまちゃん』　角田光代／著　新潮社　2009年
　20代から30代半ばのフリーター、アイドル、イラストレーターなどが登場す
る連作短編小説。登場人物のひとりが次の話の主役となり、前には見せなかっ
た別の顔をのぞかせます。なれあい、憧れ、打算、尊敬などから生まれた恋が
軽いノリで展開しますが、なんとすべてが失恋するお話です。
　失恋小説ですが、読後感はさわやかで、エネルギーが湧いてきます。あなた
が恋をしたくなるかどうかは、さあ、読んでからのお楽しみ！
 【古川 依子 （ふるかわ よりこ）】

書名  『ティファニーで朝食を』
トルーマン・カポーティ／著　村上春樹／訳　新潮社　2008年
　舞台はニューヨーク。自由奔放だが人を引き付ける魅力的なホリー、戦争に
より悲惨な幼少生活を送ったためか上流社会を夢見る。確かにお金持ちは寄っ
てくるが満たされない。同じアパートの作家志望の僕は、「安易に恋愛関係にな
らない」と誓うが、生きることに一生懸命なホリーに明らかにひかれていく。天
真爛漫なホリーと、それを見守り恋する僕。その関係が何とも切ない。「あな
たから目が離せない」という感情は、恋の本質かもしれない。
　ヘップバーンとは違う村上春樹訳の本作品。でも、「ムーンリバー」は聞こえ
てきますよ。 【辻 宏子 （つじ ひろこ）】

図 書 館 と 私　35

寄稿者はとしまコミュニティ大学の学習者の内、登録して学んでいる「マナビト生」です。マナビトゼミ担当の人類学者佐藤
壮広氏の指導のもと、毎回テーマに合わせて文学、児童書、評論や科学などの分野からお薦め本を1冊紹介しています。

14
杯
目

　「夜明けのコーヒー、ご一緒にいかが」という言葉が恋の季節のはじまり
を想起させるのは、もう昭和時代の話。現在は、「一緒にオールでもする？」
となるのだろうか。いずれにしても、人間という動物は季節に関係なく誰か
に恋心を抱き、焦がれる。本は、その心に寄り添ってくれる仲間だ。「読んで
からするか、してから読むか。恋の季節」。この本カフェはただいま、そんな
キャンペーン中でーす ！

池袋図書館長　齊藤素子

　図書館には、たくさんの方が訪れます。それ
ぞれの求めるサービスもさまざまです。公共の
施設ですから、それぞれの利用者へ、どのよう
に求めるサービスを提供していくかは、とても
大事なことです。
　私自身、図書館員になって、21年目を迎え
ました。高校時代、「読書の魅力を子どもたち
に伝える仕事に就きたい」と考えたことが、私
の夢のスタートでした。私にとって、図書館は、
楽しい夢のあふれる物語を提供してくれる場所
でした。
　「図書館」に求められるサービスは、日々変
化して来ました。最近は、「課題解決型図書館」
という言葉も耳にします。図書館は、読みたい
本をただ借りて返すだけの場所ではなく、利用
者のニーズに合わせて、それぞれの暮らしの中
で生まれる「課題」を解決するためのサポート
をするサービスを求められる場所としての機能
にも注目されています。図書館において、この
サービスはとても重要で、このサービスには、
図書館員の資質が大きく作用します。

　図書館を訪れると、そこで働く図書館員の愛
情を強く感じることがあります。本の並び、特
集、行事にと、そこで働く人の図書館や地域へ
の愛情が感じられるのです。
　私たちがどこの図書館を利用するかは、利用
者それぞれにゆだねられています。その選択は、
立地はもちろん、設備や蔵書の多さからだけと
は限りません。そこで働く図書館員の影響も少
なくはないはずです。
　池袋図書館では、豊島区が2019年の「東ア
ジア文化都市」の国内候補都市に決定したこと
を受け、今まで力を入れていた東南アジアコー
ナーに東アジア文化コーナーを追加しました。
中国の方にお話をうかがう「アジアを知ろう」
という会や、韓国人留学生にご協力頂きグロー
バルおはなし会を開くなど、アジアの文化に触
れる機会を創造するなど、池袋図書館ならでは
の魅力作りにも力を入れています。
　この図書館に来てよかった、もう一度訪れた
い、そんな選ばれる図書館になりたいものです。

『
目
で
読
む
、
耳
で
読
む
』



2018年（平成30年）7月発行図書館通信　第49号3

と
し
ま
南
長
崎
ト
キ
ワ
荘

協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
議
会　

小
出　

幹
雄

手
塚
マ
ン
ガ
は
、
楽
天
と
一
平
か
ら

　

前
回
は
、
戦
前
に
も
豊
島
区
に
は
多
く
の
マ
ン

ガ
家
が
住
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
主
に
ト
キ
ワ
荘

の
成
り
立
ち
と
そ
の
意
義
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
し
た
が
、
実
際
に
は
、
ど
ん
な
マ
ン
ガ
家
た
ち

が
ど
の
よ
う
に
豊
島
区
と
の
関
わ
り
を
持
っ
て
い

た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

戦
後
ま
も
な
く
マ
ン
ガ
家
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し

た
マ
ン
ガ
の
神
様
・
手
塚
治
虫
は
、『
漫
画
の
奥
義
』

（
講
談
社
）
の
な
か
で
、「
ぼ
く
の
マ
ン
ガ
に
は
、

昭
和
の
初
め
か
ら
の
一
種
の
マ
ン
ガ
史
の
影
響
が

全
部
あ
る
ん
で
す
」
と
言
っ
て
お
り
、
日
本
の
マ

ン
ガ
を
確
立
し
た
と
い
わ
れ
る
北
沢
楽
天
、
そ
し

て
岡
本
一
平
と
い
う
両
巨
匠
か
ら
も
多
く
の
影
響

を
受
け
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

手
塚
の
父
親
は
、
大
の
マ
ン
ガ
好
き
で
、
手
塚

は
幼
少
期
か
ら
家
に
あ
っ
た「
楽
天
全
集
」や「
一

平
全
集
」
と
親
し
ん
で
い
ま
し
た
。
楽
天
が
、
福

沢
諭
吉
の
主
宰
す
る
新
聞
「
時
事
新
報
」
の
絵
画

部
に
入
社
し
た
の
は
１
８
９
９
（
明
治
32
）
年
、

23
歳
の
と
き
。

　

そ
の
後
、
楽
天
は
、
婦
人
之
友
社
（
現
西
池
袋

2
丁
目
）
が
１
９
１
４
（
大
正
3
）
年
に
創
刊
し

た
絵
雑
誌
「
子
供
之
友
」
の
絵
画
主
任
と
し
て
羽

仁
吉
一
、
も
と
子
夫
妻
に
招
か
れ
、
同
社
に
月
に

一
、
二
度
は
顔
を
出
す
ほ
ど
の
力
の
入
れ
よ
う

だ
っ
た
ら
し
い
で
す
。

　

福
沢
が
世
に
出
し
た
の
が
楽
天
な
ら
ば
、
夏
目

漱
石
が
激
賞
し
た
マ
ン
ガ
家
が
一
平
で
す
。
湯
島

に
あ
っ
た
「
中
央
美
術
社
」
は
、
１
９
２
３
（
大

正
12
）
年
の
関
東
大
震
災
で
、
同
年
に
東
京
市
外

長
崎
村
字
荒
井
（
現
目
白
5
丁
目
）
に
移
転
し
ま

す
。
社
名
と
同
じ
『
中
央
美
術
』
誌
の
定
期
刊
行

以
外
に
も
様
々
な
美
術
書
籍
を
出
版
し
、
一
平
は

同
社
発
行
の
『
新
漫
画
の
描
き
方
』
を
１
９
２
８

（
昭
和
3
）
年
に
書
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
じ
く
中
央
美
術
社
か
ら
同
年
に
発
行

さ
れ
た
『
現
代
漫
画
大
観
』（
全
10
巻
）
は
、
楽

天
や
一
平
の
ほ
か
、
彼
ら
の
門
下
な
ど
豪
華
執
筆

陣
に
よ
る
日
本
初
の
マ
ン
ガ
全
集
と
し
て
有
名
で

す
が
、
こ
の
全
集
も
手
塚
家
に
は
揃
っ
て
い
た
そ

う
で
す
。

一
平
か
ら
山
田
み
の
る
、

 

宮
尾
し
げ
を 

へ

　

一
平
が
、
１
９
１
６
（
大
正
５
）
年
に
児
童
雑

誌
「
良
友
」
に
載
せ
た
『
珍
助
絵
物
語
』
は
、
続

き
も
の
子
供
漫
画
の
嚆こ
う

矢し

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
一

平
の
推
薦
で
朝
日
新
聞
に
入
社
し
た
山
田
み
の
る

は
「
少
年
世
界
」
や
講
談
社
の
「
少
年
倶
楽
部
」
に
、

一
平
と
似
た
ヒ
ー
ロ
ー
も
の
を
描
き
継
ぎ
、
１
９

２
０
（
大
正
9
）
年
に
『
忍
術
漫
画
』
と
い
う
単

行
本
に
ま
と
め
ま
し
た
（「
国
立
国
会
図
書
館
デ

ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
サ
イ
ト
で
閲
覧
可
）。

ま
た
、
水
戸
出
身
の
山
田
は
、
晩
年
現
豊
島
区
要

町
に
居
住
し
て
い
ま
し
た
。

　

一
平
や
山
田
の
子
供
漫
画
は
、
副
題
に
「
子
供

絵
噺
」
と
あ
る
よ
う
に
、
多
く
は
一
コ
マ
も
の
に

文
章
を
付
け
た
絵
物
語
的
な
も
の
で
し
た
が
、
よ

り
本
格
的
に
子
供
漫
画
の
領
域
を
開
拓
し
た
漫
画

家
と
い
え
ば
、
浅
草
生
ま
れ
で
後
に
巣
鴨
に
住
ん

だ
一
平
の
弟
子
・
宮
尾
し
げ
を
で
す
。

　

宮
尾
も
当
時
の
漫
画
家
の
常
道
と
し
て
新
聞
社

に
入
社
し
、
１
９
２
２
（
大
正
11
）
年
10
月
か
ら

翌
年
4
月
ま
で
東
京
毎
夕
新
聞
に
初
め
て
「
漫
画

太
郎
」
を
連
載
し
ま
し
た
。
絵
物
語
形
式
の
四
コ

マ
・
時
代
物
冒
険
漫
画
で
子
供
漫
画
の
長
編
の
始

ま
り
と
い
え
ま
す
。

　

震
災
後
の
後
継
作
品
『
団
子
串
助
漫
遊
記
』
は
、

講
談
社
か
ら
単
行
本
化
さ
れ
、
１
９
３
１
（
昭
和

6
）年
に
は
百
版
を
重
ね
、最
初
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

漫
画
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

宮
尾
は
、
講
談
社
の
児
童
雑
誌
を
中
心
に
絵
物

語
を
描
き
続
け
た
後
、
江
戸
の
庶
民
文
化
・
風
俗

や
郷
土
芸
能
な
ど
の
書
を
多
く
出
す
よ
う
に
な
り
、

豊
島
区
発
行
の
『
豊
島
の
民
話
』（
区
図
書
館
で
販

売
中
）
な
ど
に
も
挿
絵
を
描
い
て
い
ま
す
。

講
談
社
と
ナ
カ
ム
ラ
マ
ン
ガ

　

こ
の
よ
う
に
、
大
正
期
の
児
童
漫
画
は
、「
一

平
〜
山
田
〜
宮
尾
」
の
系
譜
に
よ
り
、
ほ
ぼ
体
系

化
で
き
ま
す
。

　

時
代
は
昭
和
に
移
っ
て
も
、
児
童
漫
画
は
ま
だ

社
会
的
に
認
め
ら
れ
ず
、
お
も
ち
ゃ
同
様
の
消
費

財
と
卑
下
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
手
塚
は
、
前
述
の

『
漫
画
の
奥
義
』
で
「
漫
画
を
初
め
て
一
種
の
児

童
文
化
財
と
し
て
提
示
し
た
の
が
、
講
談
社
だ
と

思
う
ん
で
す
ね
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

講
談
社
の
上
製
本
と
競
っ
て
い
た
の
が
中
村
書
店

の
「
ナ
カ
ム
ラ
マ
ン
ガ
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
で
、

こ
の
シ
リ
ー
ズ
も
ま
た
手
塚
家
に
揃
っ
て
い
ま
し

た
。
中
で
も
１
９
４
０
（
昭
和
15
）
年
に
出
た
大

城
の
ぼ
る
の
『
火
星
探
検
』
は
、
手
塚
が
Ｓ
Ｆ
マ

ン
ガ
を
描
き
だ
す
原
点
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
リ

ア
ル
な
宇
宙
マ
ン
ガ
の
原
作
者
・
旭
太
郎
（
あ
さ

ひ
た
ろ
う
）
こ
そ
、「
池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
」
の

名
付
け
親
・
小
熊
秀
雄
だ
っ
た
の
で
す
。

　

で
は
、
小
熊
や
そ
の
周
辺
の
物
語
に
つ
い
て
は
、

次
号
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〈
著
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

１
９
５
８
年
、
旧
椎
名
町
生
ま
れ
、
ト
キ
ワ
荘
記
念
碑
設

置
実
行
委
員
会
、
ト
キ
ワ
荘
通
り
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協

議
会
の
事
務
局
長
歴
任
後
、
現
在
、
と
し
ま
南
長
崎
ト
キ

ワ
荘
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
議
会
広
報
担
当
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
日
本
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
ト
キ
ワ
荘
フ
ォ
ー
ラ
ム
理
事

『漫画の奥義』手塚治虫・
石子順／著　
1992年　講談社

『忍術漫画』
山田みのる／著
1920年　磯部甲陽堂
国立国会図書館デジタル
コレクションより

読んで観る！  映像・舞台原作の世界（全 4回）

豊
島
区
と
マ
ン
ガ

（
全
四
回
）

豊
島
区
は
、
１
０
０
年
前

 

か
ら
「
マ
ン
ガ
の
聖
地
」

第
二
回

）
第
２
回
（

私
の
空
想
劇
団
と
脳
内
劇
場

 

立
教
大
学
兼
任
講
師
　
後
藤
　
隆
基

　

作
家
の
井
上
ひ
さ
し
は
「
文
学
」
を
一
羽
の
鳥
に
た
と
え
て
い
ま
し
た
。

頭
が
詩
、
胴
体
が
戯
曲
、
両
翼
が
小
説
（
純
文
学
と
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン

ト
）、
尾
が
全
体
の
舵
を
と
る
批
評
だ
と
。
戯
曲
と
は
、
い
わ
ば
演
劇
の
台

本
の
こ
と
で
す
が
、
あ
ま
り
馴
染
み
が
な
い
ジ
ャ
ン
ル
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

か
つ
て
戯
曲
は
、
文
学
│
│
「
読
む
も
の
」
と
し
て
、
小
説
と
同
じ
よ
う

に
文
芸
誌
に
掲
載
さ
れ
、
本
も
数
多
く
出
版
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
小
説
と
戯

曲
を
両
方
書
い
た
作
家
は
大
勢
い
ま
す
。
森
鷗
外
、
泉
鏡
花
、
菊
池
寛
、
岸

田
國
士
、
永
井
荷
風
、
太
宰
治
、
谷
崎
潤
一
郎
、
三
島
由
紀
夫
、
安
部
公
房

…
…
。
し
か
し
い
つ
の
間
に
か
戯
曲
は
、
読
み
物
と
し
て
の
居
場
所
を
失
っ

て
し
ま
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

二
〇
〇
一
年
、
当
時
大
学
生
だ
っ
た
私
は
授
業
の
課
題
で
、
演
劇
を
観
て

レ
ポ
ー
ト
を
書
く
必
要
に
迫
ら
れ
ま
し
た
。
生
ま
れ
て
初
め
て
自
分
で
切
符

を
買
い
、
新
宿
の
紀
伊
國
屋
ホ
ー
ル
へ
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
Ｂ
級
戦
犯

に
問
わ
れ
た
元
野
球
選
手
を
題
材
に
戦
後
の
庶
民
生
活
を
描
い
た
、
井
上
ひ

さ
し
の
『
闇
に
咲
く
花
』（
こ
ま
つ
座
）
と
い
う
作
品
で
し
た
。

　

観
劇
後
、
な
ぜ
か
そ
の
台
本
を
「
読
ん
で
み
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
が
生

ま
れ
、
当
時
の
井
上
戯
曲
の
最
新
作
『
紙
屋
町
さ
く
ら
ホ
テ
ル
』
を
買
っ
て

読
ん
だ
の
が
、
私
の
「
戯
曲
初
体
験
」
で
す
。
戦
争
末
期
に
昭
和
天
皇
が
国

内
に
密
使
を
派
遣
し
て
い
た
と
い
う
歴
史
秘
話
と
、
移
動
演
劇
隊
「
さ
く
ら

隊
」
が
広
島
で
被
爆
し
た
史
実
を
綯な

い
ま交

ぜ
に
し
た
喜
劇
は
、
戯
曲
を
読
む
楽

し
さ
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
さ
か
そ
れ
が
人
生
の
岐
路
に
な
ろ
う
と
は

…
…
。
以
来
、
井
上
ひ
さ
し
の
戯
曲
や
小
説
を
次
々
に
読
み
漁
り
、
い
ま
だ

に
演
劇
と
文
学
に
つ
い
て
勉
強
を
続
け
る
羽
目
（
？
）
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

戯
曲
は
、基
本
的
に
せ
り
ふ
と
ト
書
き
（
場
面
や
登
場
人
物
な
ど
の
説
明
）

だ
け
で
構
成
さ
れ
て
い
る
せ
い
か
、
読
み
づ
ら
い
印
象
が
あ
る
よ
う
で
す
。

私
は
好
き
な
俳
優
を
勝
手
に
配
役
し
、
そ
の
人
た
ち
に
せ
り
ふ
を
し
ゃ
べ
っ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
空
想
の
劇
団
は
、
と
き
に
メ
ン
バ
ー
を
替
え
、
離
合

集
散
し
な
が
ら
、
た
く
さ
ん
の
戯
曲
を
（
私
の
脳
内
劇
場
で
）
上
演
し
て
き

ま
し
た
。
戯
曲
は
、
想
像
の
仕
方
し
だ
い
で
楽
し
み
方
が
変
わ
る
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。

　

演
劇
を
観
た
ら
戯
曲
を
読
み
、
読
ん
だ
戯
曲
が
上
演
さ
れ
た
ら
そ
れ
を
舞

台
で
観
る
。
そ
ん
な
ふ
う
に
し
て
、
劇
場
と
本
を
行
き
来
す
る
の
も
一
興
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

〈
著
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

立
教
大
学
兼
任
講
師
、
日
本
女

子
大
学
・
川
村
学
園
女
子
大
学

非
常
勤
講
師
。
専
門
は
近
現
代

日
本
演
劇
・
文
学
・
文
化
。
著

書
に
『
高
安
月
郊
研
究
―
―
明

治
期
京
阪
演
劇
の
革
新
者
』（
晃

洋
書
房
、
２
０
１
８
）
ほ
か
。

『最新戯曲集 紙屋町さくらホテル』
井上ひさし著　小学館　2001年



2018年（平成30年）7月発行 図書館通信　第49号 4I N F O R M A T I O N  f r o m  L I B R A R Y

図 書 館 イ ベ ン ト 情 報
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毎週、本の読み聞かせなどのイベントを行っています。遊びに来てくださいね。

各図書館の
連絡先

□中 央 図 書 館　3983-7861
□駒 込 図 書 館　3940-5751
□巣 鴨 図 書 館　3910-3608
□上池袋図書館　3940-1779

□池 袋 図 書 館　3985-7981
□目 白 図 書 館　3950-7121
□千 早 図 書 館　3955-8361
□雑司が谷図書貸出コーナー　3590-1335

編集後記

7　

月

開
館
時
間

9　

月

中央図書館
平　日　午前10時～午後10時
土日祝　午前10時～午後 6 時

日 月 火 水 木 金 土

◯は土日祝の開館時間　
■は休館日

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

8　

月

駒込・上池袋・千早図書館
● 駒込・上池袋 ●

平　日　午前9時～午後8時
土日祝　午前9時～午後6時

● 千早 ●
平　日　午前9時～午後7時
土日祝　午前9時～午後6時

日 月 火 水 木 金 土

巣鴨・池袋・目白図書館
● 巣鴨 ●

平　日　午前9時～午後7時
土日祝　午前9時～午後6時

● 池袋・目白 ●
平　日　午前9時～午後8時
土日祝　午前9時～午後6時

日 月 火 水 木 金 土

雑司が谷図書貸出コーナー
平　日　午前10時～午後7時
土日祝　午前10時～午後5時

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

※駒込図書館は、平日は、午前８時から資料の返却と、予約資料の受取りができます。

『図書館通信』は豊島区公式ホームページに掲載しています。　https://www.city.toshima.lg.jp/146/1607050954.html

1 2 3 4 5 6 7
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1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

● 『赤い鳥』の特別講演会へたくさんのご応募をいただきまして誠にありがとうございました！創刊 100 周年イベントは各
地で開催されていますので引き続きお楽しみください（髙）
●夏は各図書館でスペシャルイベントをたくさん開催します！ぜひ色々な行事に参加してみてください。（狩）

1
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主催／会場
おはなし会開催日 スペシャルイベント

幼児・小学生 あかちゃん 7月 8月 9月

中央図書館
児童コーナー
（※印は会議室）

日曜日
14:00

最終日曜日
10:30
11:30

★1日・おはなしこうさく会　14:00～14:30 ★5日・こわいおはなし会※　16:00～17:00
★25日・夏休みこうさく会※　18:00～19:30

★2日・おはなしこうさく会　14:00～14:30
★15日／30日・豊島岡女子学園おはなし会
　14:00～15:00

駒込図書館
こまちゃんのへや
（※印は地域文化
創造館）

土曜日
14:30

第1水曜日
11:00※

●22日・パパ・ママのための調べる学習講座※
　10:00～11:30
★23日・小学生職場体験
　1～3年生：10:00～　4～6年生：14:00～

★6日・小学生職場体験
　1～3年生：10:00～　　4～6年生：14:00～
★7日・調べる学習応援　14:00～15:30
★18日・おはなし会※　14:30～15:30
★26日・夏休みこうさく会　15：00～15：45

★8日・おはなしをおくろう※　13:00～16:00

巣鴨図書館
地下会議室

水曜日
15:30

第3火曜日
11:00

★4日・七夕スペシャル
　15:30～16:00

★1日・こわいはなし　15:30～16:00
★8日・映画会　15:30～16:00
★15日・かがく遊び　15:30～16:00
★22日・こうさく会　15:30～16:00

●9日・巣鴨キネマ　14:00～16:00
★26日・ほんのじかん こうさく会　15:30～16:00

上池袋図書館
おはなしの部屋
（※印は地下ホール）

水曜日
15:00

最終水曜日
11:00※

★16日・しらべる学習教室※　10:30～12:00
★21日・映画会※　14:00～14:30

★11日・こわ～いおはなし会※　15:00～15:30
★18日・かがくこうさく会※　11:00～12:00
★25日・映画会※　14:00～14:30

★1日・映会会※　13:00～15:00
★15日・おはなしをおくろう※　10:00～12:00

池袋図書館
ワークルーム
（※印は区民集会室）

土曜日
14:30

第1水曜日
11:00

★23日・30日・夏休みおたすけ隊※
　1～3年：14:00～　　4～6年：15:00～
●29日・アジアを知ろう※　14:30～15:30

★11日・平和を考えるお話会　14:30～15:00
★18日・20日・夏休みおたすけ隊※
　14:30～15:30

★8日・おはなしプレゼント　10:00～12:00
●16日・終活講座※　10:00～12:00

目白図書館
地下区民集会室

水曜日
15:00

第1水曜日
14:00 ★7日・なぞとき★調べ学習　14:00～15:30 ★4日・こわーいおはなし会　14:00～15:00

★15日・へいわのおはなし会　15:00～15:30
★8～9日・こどもボイス　おはなしをあげよう
　※両日の希望時間で録音

千早図書館
視聴覚室

第3水曜日除く
15:30

水曜日
10:30

★15日・プラネタリウムおはなし会
　15:30～16:00 ★19日・工作会　15:30～16:00 ★16日・お楽しみ会　15:30～16:00

日程・会場等が変更になることがあります。事前にお問合せください。また、図書館ホームページもご覧ください。

書評講座～ポップで表現！私に響いたこの本
　書評とポップの書き方をレクチャー。
館内を巡り歩いて気に入った本やCD
などの書評を書き、ライブ添削を受け
られます！作成いただいたポップは中
央図書館で展示します。2回連続講座
を2期実施。図書館・本・音楽が好き
な人、お集まりください！
講  師  佐藤壮広氏（書評家）
会  場  中央図書館5階会議室
参加費  1,000円（高校生以下500円）

～  大 型 図 書 編  ～
大型図書とは、写真集や美術書などサイズの大きい図書のことです。
日  時  7月7日(土)　午後2時～6時
 7月21日(土)　午後2時～4時
定  員  先着20名（6月11日午前10時より申込受付）

～  Ａ Ｖ 資 料 編  ～
AV資料とは、CDとDVDの視聴覚資料のことです。
日  時  9月29日(土)　午後2時～6時
 10月6日(土)　午後2時～4時
定  員  先着20名（8月中旬より申込受付予定）

申  込  電話・FAX・メール・直接来館
問い合わせ  中央図書館企画調整グループ
 電話 3983-7861　FAX 3983-9904
 メール A0027900＠city.toshima.lg.jp

子ども点字教室～書いてみよう、読んでみよう～
日　時  8月4日(土)　午前10時30分～午後0時30分
会  場  中央図書館5階会議室
対  象  小学3～6年生(複数での申込み可)
定  員  先着15名
申  込  7月1日(日)　午前10時から申込受付
 点字図書館　電話3983-7864

石ノ森章太郎展
　青春時代・下積み時代をトキワ荘で過ごしたマンガ界の
第一人者、石ノ森章太郎氏の生誕80周年を記念して、特別
展示を開催します。
期  間  7月28日（土）～9月27日（木）
場　所  中央図書館5階特別展示コーナー

東京2020大会に向けた資料展示
　いよいよ2年後の開催に迫った東京2020大会機運醸成
を目的に、オリンピック・パラリンピック関連資料展示を行
います！
期  間  8月25日（土）～9月27日（木）
場　所  区内全図書館

『ぶらり長崎―歴史・文学散歩』
（伊藤榮洪著）を発行しました！
販売価格  　500円
販売場所  　 区立図書館、行政情報コーナー、

郷土資料館、雑司が谷案内処

図書館クイズに挑戦して、

認定証をもらおう！

図書館にあるたくさんの本の中から答えを探し、

君も図書館タンテイになろう！7月28日（土）～8月5日（日）
開館時～午後4時30分
事前申し込み不要、参加費無料です！

対象：小学生

図書館 テーマ 内　　　　　　容

中 央 図 書 館 水の惑星・地球の海底大探検 ここは海の底の図書館。海には不思議がいっぱい！本をつかって
楽しくクイズを解いて、海のヒミツをゲット！

駒 込 図 書 館 怪人こまちゃんvsこまと探偵団 怪人こまちゃんが図書館の七不思議を本の中にかくした！きみも
こまとタンテイ団に入って七不思議をさがしだそう！

巣 鴨 図 書 館 今年も、
じぞうトラベルはじめました☆

今年は巣鴨図書館ができて50周年☆じぞうトラベルでは50周年を記念
してタイムトラベルツアーをご用意。時間をとびこえる旅へ出発！

上池袋図書館 カミィのワールドツアー カミィが世界のどこへでも自由にいける特別な能力をゲット！でも旅の途中
で行方不明になっちゃった。クイズを解いてカミィを見つけよう！

池 袋 図 書 館 夏だ！祭りだ！謎解きだ！ 夏まつりには、謎が散りばめられている！屋台をめぐり、謎を解き明か
すことができるかな？

目 白 図 書 館 本の迷宮で大冒険！
～迷宮の3つの国を探検しよう！～

ムッシュ・メジロと本の迷宮へ出発しよう！本の中の道しるべを
探しながら3つの国を探検だ！

千 早 図 書 館 ちはやちゃんと行く、世界のふしぎめぐり！ ちはやちゃんといっしょに、謎解きの旅に出かけよう！キミはぶじ
にかえってこられるかな？

それぞれの図書館のテーマは次のとおりです。


